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教
育
長
旗
を
か
け
た
少
年
団
剣
道
大
会

が
十
一
月
二
十
四
日
、
武
道
館
に
百
四
十

二
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

団
体
の
部

▽
僅
　
膵
　
猪
熊
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

▽
準
優
勝
　
和
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

▽
三
　
位
　
伊
左
座
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

租
少
年
団
Ｂ
チ
ー
ム

個
人
戦
の
部

▽
四
年
生
ｕ
①
矢
野
敦
基
（
猪
熊
）
②
向

田
顕
（
伊
左
座
）
③
松
林
攻
（
猪
熊
）
、

長
尾
俊
平
（
猪
熊
）
▽
五
年
生
皿
Ｕ
野
添

光
生
喜
田
）
②
石
井
信
介
（
伊
左
座
）

③
多
田
限
佳
彦
（
軌
）
、
秋
田
惧
太
郎
（
和
）

▽
六
年
生
＝
①
経
塚
幸
夫
（
吉
田
）
②
山

口
勤
（
和
一
③
坂
口
修
治
喜
田
）
、
大
貝

力
（
猪
熊
）
▽
小
学
女
子
＝
晶
）
隈
井
其
紀

（
軌
）
②
谷
口
順
子
（
伊
左
座
）
③
北
村

真
理
子
（
伊
左
座
）
、
上
坂
直
子
（
伊
左
座
）

▽
中
学
男
子
＝
①
筍
林
孝
幸
（
猪
熊
）
②

富
永
秀
樹
（
伊
左
座
）
⑦
夫
貝
太
（
猪
熊
）
、

松
林
新
（
拷
熊
）
▽
中
学
女
子
＝
①
服
部

克
子
（
吉
田
一
③
禾
谷
圭
子
（
頼
）
③
原

由
紀
子
（
伊
左
座
一
、
山
口
陽
子
（
和
）

☆ 今　 月　 の　 税　 金 ☆

固定資産税 （3期分） 納期は12月25日まで

みんなそろって明るいお正月

歳末たすけあい運動にご協力ください／

クリスマス
亨とも譲薔鶴

♭日時12月24日
午後2時開映

♭場所　呵民会館ホール
レ題名　走れメロス

おごりじぞう

安寿と厨子王
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交通安全は

命』から

年末年始の交通安全運動
12月11日～来年1月10日

酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
も

体
は
十
分
酔
っ
て
い
ま
す

タ
♪
オ
ラ
は
死
ん
じ
ま
っ
た
だ
～
″
と
い
う
歌
が
昔
流
行
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
は
酔
っ
払
い
運
転
を
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
人

の
こ
と
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
歌
で
も
分
か
る
よ
う

に
酔
っ
払
い
運
転
は
、
死
を
背
負
っ
た
運
転
と
い
え
ま
す
。

酒
酔
い
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
酒
気
帯
び
運
転
も
道
路
交
通
法

で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
百
も
承
知
の

は
ず
。
そ
れ
で
も
、
革
を
運
転
し
て
し
ま
う
人
た
ち
の
言
い
訳
は
「
あ

ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な

い
か
ら
」
　
「
自
分
は
酒
に
強
い
か
ら
」
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
お
酒
に
自
信
の
あ
る
人
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体

の
機
能
に
間
違
い
な
く
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
体
が
運
転
を
す
る
に
は

適
さ
な
い
次
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る

な
ら
飲
む
な
」
の
実
践
を

十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
、
何
か
と

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま
す
。
「
飲
ん
だ

ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
を
地
域
や

職
場
、
家
族
ぐ
る
み
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
、
酒
類
を
捏
供
す
る
飲
食
店
経
営
者

の
万
は
、
草
を
運
転
す
る
お
客
さ
ん
に
は
お

酒
を
出
さ
な
い
と
か
、
万
一
飲
ん
だ
と
き
は

草
の
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
預
か
る
な
ど
、
真
に

患
い
や
り
の
あ
る
配
慮
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

交通事故発生状況　（60年1月－11月）

事 故 数 死　　 者 重 ・軽 傷

水　　 巻
101件 0人 125 人

遠　　 賀 87 1 118

芦　　 屋 44 1 53

岡　　 垣 122 2 172

県　　 内 26 ，765 275 32 ，847

年
末
年
始
の
あ
わ
た
だ
し
さ
は
、
一
年
の

し
め
く
く
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
革
を
運
転

す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
あ
わ
た
だ
し

さ
が
安
全
運
転
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
ゆ

と
り
ノ
を
奪
い
、
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
し
て
し
蔓
つ
よ
う
で
す
。
ま
た
、
年

末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
酒
を
飲

む
機
会
も
増
え
ま
す
。

十
二
月
十
一
日
か
ら
来
年
一
月
十
日
ま
で

「
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
表
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
ー
飲
酒
運
転
の
恐
ろ
し
さ
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

1．上手に運転していると錯覚する

気持ちが大きくなり、無理な追い越しや割り

込みなどを平気でするようになります0

2．居眠り運転をしやすくなる

アルコールには睡眠作用があります。アルコ

ールは、人間の神経などに麻酔薬と同じ働きを

します。体が疲れているときなどは、知らず知

らずのうちに居眠りをしがちになります。

3．注意力が散漫になる

周囲に対する気くぼり、注意力が鈍くなりま

す。そのため前の革ばかりに気をとられ、横か

ら出てくる自動車や歩行者を見落としたりする

ことが多くなります。

4．反応が鈍くなる

とっさの判断が鈍くなり、動作が遅れがちに

なります。つまり、前方の革が急ブレーキをか

けてもそれに反応しきれず、追突したりしてし

まいます。

5．運転動作がぎこちなくなる

アルコールでマヒした大脳は運動機能を低下

させます。そためハンドル操作やギヤ・チェン

ジなどがスムーズにできなくなり、蛇行運転を

したりしてしまいます。

パ
ス
に
乗
る
と
き

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

「
パ
ス
」
の
停
留
所
で
は
…
…

①
パ
ス
が
停
車
す
る
ま
で
、
さ
が
っ
て
待

ち
ま
し
ょ
う
。

⑧
か
け
こ
み
乗
車
は
危
険
で
す
か
ら
、
や

め
ま
し
ょ
う
。

⑧
年
長
者
の
万
を
先
に
乗
車
さ
せ
、
体
の

不
自
由
な
人
に
手
を
か
し
て
下
さ
い
。

「
車
内
」
で
は
…
…

①
進
行
中
は
席
を
立
っ
た
り
、
移
動
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑨
進
行
中
は
必
ず
、
つ
り
輪
や
手
す
り
を

つ
か
ま
え
ま
し
ょ
う
。

④
年
長
者
や
体
の
不
自
由
な
人
に
席
を
、

ゆ
す
り
ま
し
ょ
う
。

④
停
車
し
て
か
ら
席
を
立
ち
ま
し
ょ
う
。

′、

′■、
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く

年

く

る

年

み
ん
な
で
防
犯

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
年
末
は
、
金
融
機
関
を
撃
つ
強
盗
や
寅

物
客
を
狙
っ
た
ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の

事
件
が
増
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
十
二
旦

日
か
ら
十
二
月
三
三
日
ま
で
の
一
カ
月
間

「
年
末
の
特
別
警
戒
活
動
」
が
実
施
さ
れ
、

警
察
で
は
防
犯
活
動
を
強
力
に
行
い
ま
す
。

ま
た
町
の
防
犯
協
会
で
も
年
末
警
戒
を
各
地

区
で
実
施
し
、
犯
罪
防
止
に
努
め
ま
す
。

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
気
を
と
ら
れ
て

事
件
の
被
害
に
あ
っ
た
の
∴
自
分
か
ら
起
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
を
し
て
、
家
族
み
ん
な

で
楽
し
い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

現
金
の
持
ち
運
び
に

ご
用
心

金
融
機
関
か
ら
多
額
の
現
金
を
払
い
出
し

た
り
持
ち
運
び
に
は
、
必
ず
男
性
を
伴
っ
た

複
数
で
行
な
う
と
と
も
に
、
途
中
ね
ら
い
強

盗
や
ひ
っ
た
く
り
の
防
止
に
細
心
の
注
意
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
に

ご
用
心

混
雑
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
財
布
の
出
し
入

れ
に
気
を
つ
け
、
大
金
は
肌
身
離
さ
ず
持
つ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
混
み
合
う
と

こ
ろ
で
は
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
必
ず
胸
に

抱
き
か
か
え
、
無
造
作
に
手
に
ぷ
ら
さ
け
た

誓
肩
に
か
け
た
り
は
禁
物
で
す
。

子
供
の
態
度
に
も
注
意
を

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
年
末
の
あ
わ
た

だ
し
さ
に
子
供
を
放
任
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意
／
①
髪
型
や
服
装
な

ど
が
、
は
で
に
な
り
金
遣
い
が
荒
く
な
る
⑧

無
断
外
出
、
外
泊
が
多
く
な
る
⑨
親
の
知
ら

な
い
衣
寮
や
品
物
を
持
っ
て
い
る
。

キ
ー
を
抜
き

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を

革
を
離
れ
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
手
間
を

惜
し
ま
ず
に
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ハ
ン

ド
ル
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
内
に
は
現
金
や
大
切
な
物
を
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

長崎さんに県知事表彰

身障者の更正援護に貢献

水
巻
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
婦
人
部
長

長
崎
モ
モ
エ
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
永
年
の
身

障
者
に
対
す
る
更
生
援
護
活
動
が
評
価
さ
れ

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
が
施
行
さ

れ
て
三
十
五
年
目
、
こ
れ
を
記
念
し
て
十
一

月
六
日
、
福
岡
市
の
電
気
ホ
ー
ル
で
福
岡
県

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
自
立

更
生
者
三
十
名
、
更
正
援
護
功
労
者
十
五
名

身
障
福
祉
功
労
者
十
一
名
が
県
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
長
崎
さ
ん
は
、
身
障
会
で
の

活
動
と
身
障
者
の
更
正
援
護
に
尽
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
て
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

現況届の提出は

あなたの誕生月に

厚生年金保険、船員保険、国民年金の現

況届の捷出は、毎年1回、あなたの言延生月

です。

現況届は老齢年金等を受給している万

が、引き続き受頚拾できるかどうかを確認す

る大切な手練きです。現況届の提出を忘れ

ると年金の支払いが、一時差し止められま

すので必ず提出しましょう。

群しくは、八幡社会保険事務所Ｃ⑪631

・7961）にお尋ねください。

1
7
チ
ー
ム
が
熱
戦

後
期
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
を
狙
っ
て
コ
～
ン
。
お
年
寄
り
の

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

十
一
月
二
十
日
、
町
内
か
ら
十
七
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝
お
か
の
台
　
▽
準
優
勝
猪
熊
Ｂ

▽
三
位
上
二
Ｂ
　
▽
四
位
　
猪
熊
Ｃ

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
で
親
善
（
婦
人
会
）

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
で
婦
人
会
の
親
睦

を
－
－
町
内
か
ら
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

十
ｌ
月
十
九
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

◎
斡
】
環

婦
人
会
の
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

家
族
や
地
区
の
声
援
に
大
バ
リ
キ
リ
の
お

母
さ
ん
達
、
和
気
あ
い
あ
い
で
、
に
ぎ
や
か

な
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
4
4
歳
以
下
の
部
】

▽
優
勝
頃
宋
　
▽
準
優
勝
　
立
屋
敷

【
4
5
歳
以
上
の
部
】

▽
優
勝
　
机
　
　
▽
準
優
勝
書
型
一

1
3
日
間
に
わ
た
り
熱
戦

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
戦

町
内
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
団
体
、
十
五

チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
秋
季
リ
ー
グ
戦
を
行
い

ま
し
た
。
十
月
十
五
日
に
試
合
開
始
－
水

巻
中
学
校
と
水
巻
南
中
学
校
を
会
場
に
、
五

チ
ー
ム
ず
つ
三
班
に
分
か
れ
、
十
一
月
十
四

日
ま
で
の
十
三
日
間
に
わ
た
り
、
白
熱
し
た

試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は

次
の
と
お
の
㌔
○
内
の
数
字
は
成
鴇
の
順
位

【
一
部
】
①
猪
熊
マ
マ
　
⑧
頃
未
⑨
古
賀

④
上
二
　
⑨
下
二
　
【
二
部
】
①
吉
田
ク

ラ
ブ
⑧
梅
ノ
木
⑨
猪
熊
ク
ラ
ブ
④
吉

田
ノ
三
　
⑥
吉
田
団
地
　
【
三
部
】
①
高

尾
⑧
ふ
た
ば
⑨
ホ
ー
プ
④
伊
左
座

⑧
樋
口
　
※
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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住
宅
金
融
公
庫

敵
背
の
中
込
受
付

▽
募
集
人
員
　
四
十
五
名

▽
馨
劫
闇
　
二
年

▽
入
単
喜
格
申
巫
ま
た
は
、
高
卒
以
上
の

者
で
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▽
願
書
受
付
　
ュ
2
月
ュ
6
日
～
来
年
2
月
1
8
日

▽
入
学
試
験
　
2
月
2
0
日
筆
記
（
国
語
、

社
会
、
作
文
）
、
面
接
、
身
体
検
査

※
受
験
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
、
看
護
学

校
（
些
一
〇
一
－
三
四
六
三
）
へ
お
闘
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
合
格
者
は
原
則
と
し
て
医
療
機
関
に
就
職

し
、
看
護
助
手
と
し
て
働
き
な
が
ら
通
学

し
ま
す
。
奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
所
で
は
、
次
の
と

お
り
個
人
向
け
融
資
の
申
込
み
受
付
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
ュ
1
月
2
5
日
～
ュ
2
月
2
0
日

※
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
所
（
舎
〇
九
二
十
聖
二
1
五
五
五
五
）

又
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

工
事
、
遊
園
、
植
樹
も
、
又
、
中
古
住
宅
購

入
も
条
件
に
合
え
ば
融
資
対
象
に
な
り
ま
す

金
利
の
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
は
「
十
二
月

ま
で
」
で
、
一
月
に
は
大
幅
に
上
る
予
定
で

す
。
こ
の
機
会
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
の
贈
物

鰍
形
住
宅
融
者

金
利
が
大
幅
に
下
る

ｌｌｌｌｌｌⅢ冊

▽
期
日
と
場
所

0
1
月
1
6
日
と
ュ
7
日

1

月

2

8

日

と

2

9

日

福
岡
市
立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

0

1

月

2

1

日

ュ

月

3

0

日

と

2

月

3

日

福
岡
県
消
防
会
館

0

1

月

2

2

日

～

2

4

日

戸
畑
市
民
会
館

▽
受
付
期
日
及
び
場
所

⊥
2
月
1
7
日
か
ら
ュ
8
日
ま
で
に
北
九
州
市

消
防
局
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
一
の

一
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
（
竺
元
三
1
三
三
一
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

婦
人
の
た
め
の

技
術
講
営
舎

財
形
住
宅
融
資
と
は
、
財
形
貯
蓄
を
三
年

以
上
行
っ
た
人
に
残
高
の
五
倍
、
最
高
二
千

万
円
ま
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。
門
や
扉
の

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
こ

寄
付
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
書
聖
一
　
故
・
入
江
為
雄
殿

入
江
照
子
殿

▽
猪
鮨
　
　
故
・
高
松
秋
生
殿

高
松
セ
ツ
子
殿

▽
み
ず
ほ
団
地
故
・
仲
野
若
葉
殿

仲
野
ウ
メ
子
殿

車
椅
子
の
介
準
視
力
障
害
者
の
街
頭
ヘ

ル
パ
ー
や
点
訳
、
録
音
テ
ー
プ
の
吹
き
こ

み
、
ろ
う
あ
者
の
手
話
通
訳
な
ど
、
数
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
未

経
験
な
万
も
役
場
社
会
課
民
生
係
で
登
録
し

て
お
り
ま
す
の
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
ち
ば
ん
ぽ
し
の
会
員
募
集
中

遠
賀
郡
内
の
高
校
生
が
中
心
と
な
っ
て
、

障
害
者
や
老
人
な
ど
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
「
い

ち
ば
ん
ぼ
し
」
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
高
校
生
、
中
学
生
で
関
心
の
あ
る
人

は
役
場
民
生
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険
の
保
険
料
は

お
得
な
前
納
払
込
み
で

働
い
た
こ
と
の
な
い
婦
人
や
長
く
職
場
を

離
れ
て
い
る
婦
人
で
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人

に
、
「
簿
記
」
と
「
接
遇
」
の
講
習
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
会
場
及
び
期
間
　
戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ル
2
階
で
来
年
1
月
2
0
日
か
ら
3

月
7
日
ま
で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
。
午
前
ュ
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

▽
申
込
み
方
法
　
ュ
2
月
ュ
7
日
か
ら
2
0
日

ま
で
に
福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
（
⑪
〇
九
二
1
四
八
千
二
四
三
八

）
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

了

（新　　金　　利）

融資金のうち550万円までの額

当初2年閏　　　年6パーセント

次の3年閏　　　年6パーセント

6年目以降　　年6．20パ細セント

（旧、年6．48パーセント）

融資金のうち550万円を超える額

年6．20パーセント

（旧、年6．48パーセント）

障
害
尭
（
児
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

水
巻
町
で
は
一
九
八
一
年
の
国
際
障
害
者

年
を
契
機
と
し
て
、
「
障
害
者
年
推
進
水
巻

町
懇
話
会
」
を
発
足
し
、
タ
障
害
者
の
完
全

参
加
と
平
等
．
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
効
果
の
あ
る
事
業
を
行
な

う
に
至
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
十
月

八
日
、
今
年
二
度
目
の
「
懇
更
巴
を
開
催

し
「
障
害
者
（
児
）
」
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
育
成
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

（

郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
積
み
立
て
金
は
、

私
達
の
水
巻
町
に
も
約
二
十
七
健
円
が
還
元

さ
れ
て
、
お
か
の
台
団
地
や
鯉
口
団
地
、
野

間
団
地
等
の
公
営
住
宅
建
築
、
伊
左
座
小
学

校
、
頃
宋
小
学
校
等
の
教
育
施
設
の
整
備
、

古
賀
・
猪
熊
線
、
立
屋
敷
・
猪
熊
線
等
の
道

路
舗
装
、
武
道
館
建
設
等
、
生
清
に
身
近
な

と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

▽
有
利
な
前
納
割
引
制
度

簡
易
保
険
の
保
険
料
は
、
三
カ
月
分
以

上
前
納
さ
れ
ま
す
と
有
利
な
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
。
三
カ
月
分
前
納
の
場
合
「
一

カ
月
分
の
施
」
、
六
カ
月
分
前
納
の
場
合

「
一
カ
月
分
の
宛
」
、
一
年
分
前
納
の
場

合
「
一
カ
月
分
」
お
得
に
な
り
ま
す
。
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献
血
は
だ
れ
で
も
で
き
る

尊
い
社
会
奉
仕

○
体
重
＝
男
性
は
4
5
毎
、
女
性
は
4
0
毎
を

啓
見
て
い
る
人
。

○
そ
の
他
、
産
後
六
カ
月
を
経
過
し
た
人

母
乳
を
あ
た
え
て
ｌ
カ
年
を
経
過
し
た

人
。
日
頃
健
康
な
人
。

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
募
集

て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
深
く
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

▽
作
品
「
け
ん
こ
う
」

小
学
二
年
　
て
し
ろ
ぎ
　
よ
う
こ

あ
な
た
の
血
液
は
、
尊
い
命
を
救
い
ま
す

日
赤
の
献
血
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
ュ
2
月
2
0
日
（
金
）

午
前
⊥
0
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
水
巻
町
民
会
館
玄
関
前

▽
主
催
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
1

町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
献
血
の
で
き
る
人

○
年
齢
＝
満
1
6
歳
か
ら
満
6
4
歳
ま
で
の
人

年
寄
状
は
ほ
月
2
0
日

ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う

年
賀
状
を
送
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
年

賛
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受
付
け
ま
す
。

な
る
べ
く
「
十
二
月
二
十
日
」
ま
で
に
出
さ

れ
る
よ
う
お
頗
い
し
ま
す
。

工業統計調査

石油等消費構造統計調査にご協力を

通商産業省では、工業統計調査および

石油等消費構造統計調査を毎年12月31日
現在で実施しています0調査の対象とな
る製造業を営む事業所には、年末年始に
かけて調査員が伺います。調査の内容は
統計以外の目的「に使われることは決して
ありませんので、安心してこ協力くださ
るよう、よろしくお願いします0

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
こ
希

望
の
万
は
、
ハ
ガ
車
に
①
お
子
さ
ん
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
を
記
入
の
こ
と
）
㊥
生
年
月
日

㊥
両
親
の
名
前
④
住
所
⑧
電
話
番
号
を
書
い

て
、
役
場
総
務
課
庶
務
係
に
お
送
り
下
さ
い

な
お
、
今
回
の
募
集
は
、
盾
和
六
十
竺

月
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

掲
載
は
生
年
月
日
の
順
に
致
し
ま
す
の
で

お
待
ち
頂
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

無
線
播
皐
の
改
葬

お
わ
び
と
訂
正

⊥
1
月
2
5
日
号
で
親
書
大
会
の
特
選
に
入
っ

た
人
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
名
前
が
闇
違
っ

▽
所
在
地
埼
玉
県
川
口
市
舟
戸
町
一
主

九
　
善
光
寺

○
届
出
先
川
口
市
役
所
保
健
衛
生
課
（
魯

〇
四
八
二
1
五
二
1
〇
二
五
一
）

○
届
出
期
限
由
和
6
0
年
1
2
月
2
5
日
ま
で

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町
大
字

田
島
二
八
四
七
番
地
　
上
江
基
地

○
届
出
先
佐
土
原
町
役
場
環
境
衛
生
課
（

宙
〇
九
八
五
1
七
三
－
二
五
七
〇
）

○
届
出
期
限
　
紹
和
6
0
年
ュ
2
月
2
7
日
ま
で

し

ら

い

し

　

け

ん

ご

白
石
　
健
悟
く
ん

晒
和
5
9
年
ュ
2
月
1
日
生

（
謂
）
さ
ん
の
長
男

冒
険
好
き
な
僕
は
、
毎
日
所
狭
し
と
ヤ
ン

チ
ャ
ぶ
り
を
家
中
で
披
威
し
、
妹
の
理
恵
と

追
い
か
け
っ
こ
。
健
康
で
明
る
く
育
て
と
願

う
パ
パ
や
マ
マ
も
、
こ
ん
な
僕
に
満
足
そ
う

で
す
。
（
頃
宋
釜
ケ
谷
一
二
八
八
の
一
二
八
）

し

ら

い

Ｌ

 

ｈ

ソ

　

え

白
石
　
理
恵
ち
ゃ
ん

昭
和
5
9
任
1
2
月
1
日
生

議
一
さ
ん
の
長
女

愛
病
者
の
私
は
、
め
だ
か
の
兄
妹
が
大
好

き
な
の
。
曲
に
合
わ
せ
て
蹄
る
と
、
パ
パ
も

マ
マ
も
嬉
し
そ
う
。
見
て
て
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
健
康
で
明
る
い
女
の
子
に
な
り
ま
す
か

ら
。
（
頃
宋
釜
ケ
谷
三
八
八
の
一
二
八
）

し
ぼ
　
た
　
　
　
ま
　
ｈ
ソ

柴
田
　
真
理
ち
ゃ
ん

詔
和
5
9
年
ュ
2
月
8
日
生

重
さ
ん
の
長
女

ま
ん
ま
る
お
日
々
に
、
り
ん
ご
の
ホ
ッ

ペ
、
頭
の
リ
ボ
ン
は
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。
で

も
、
い
つ
も
男
の
子
と
間
違
わ
れ
る
ん
で

す
。
こ
の
顔
、
男
に
見
え
る
、
私
は
女
の
子

よ
／
　
（
古
賀
団
地
一
1
四
〇
一
）

や

ま

し

た

　

な

ゆ

山
下
　
那
由
く
ん

昭
和
5
9
年
1
2
月
1
0
日
生

（
睾
）
さ
ん
の
勇

僕
、
那
由
君
で
す
。
時
々
女
の
子
に
聞
違

え
ら
れ
る
け
ど
、
本
当
は
と
て
も
ワ
ン
バ
ク

で
、
コ
プ
の
出
来
な
い
日
は
珍
し
い
ん
だ
ヨ

／
　
き
っ
と
パ
パ
に
似
た
ん
だ
ね
。

（
頃
宋
一
二
六
三
の
九
）

あ

べ

　

ひ

ろ

と

し

安
部
　
寛
理
く
ん

昭
和
5
9
年
ュ
2
月
ュ
0
日
生

（
誓
）
さ
ん
の
長
男

十
カ
月
目
か
ら
元
気
に
歩
い
て
い
ま
す
。

お
ね
ん
ね
も
お
目
覚
め
も
、
手
の
か
か
ら
な

い
お
利
口
さ
ん
で
、
マ
マ
も
大
助
か
の
㌔
こ

の
ま
ま
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
頃
宋
五
五
番
地
の
五
）



Ｒ
等
畢
勅
語

凸
－

炭
坑
節
の
由
来
　
の

水
巻
町
庁
舎
の
玄
関
前
を
左
に
折
れ
る
と
、
炭
坑
の
ポ

タ
山
に
似
た
大
き
な
自
然
石
に
よ
っ
て
、
炭
坑
節
の
詩
碑

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
秋
、
吉
田
の
篤
志
家
山

本
正
敏
さ
ん
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
は
次
の
詩

と
歌
が
刻
書
さ
れ
て
い
る
。

つ
ち

筑
豊
の
地
下
　
資
源
連
な
る

採
掘
隆
昌
す
一
百
年

上

い

ん

　

　

と

ど

徐
諌
な
お
留
む
　
炭
坑
節

う

た

　

　

　

　

と

こ

し

な

え

小
碑
に
旬
を
刻
ん
で
、
長
に
伝
え
ん
と
欲
す

へ
月
が
出
た
出
た
　
月
が
出
た

高
松
炭
坑
の
上
に
出
た

あ
ん
ま
り
煙
突
が
高
い
の
で

さ
ぞ
や
お
月
さ
ん
け
む
た
か
ろ

こ
の
詩
の
よ
う
に
今
で
も
宴
席
で
は
、
炭
坑
節
が
必
ず

う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
そ
の
ル
ー
ツ
（
根

源
）
を
た
ど
っ
て
み
る
の
も
、
あ
な
が
ち
無
駄
で
は
な
い

と
思
う
。

さ
き
に
炭
坑
唄
の
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
は
石
刀
節
、
ナ

ン
パ
節
、
採
炭
節
、
選
炭
節
な
ど
が
あ
る
と
説
明
し
た
が
、

炭
坑
節
は
、
そ
の
な
か
の
選
炭
節
が
の
ち
に
か
わ
っ
た
も

の
と
い
わ
れ
る
。

ま

ん

ご

く

　

　

　

▲

る

い

明
治
時
代
の
選
炭
は
、
金
網
を
張
っ
た
万
石
と
い
う
節

を
坑
口
の
近
く
に
立
て
て
、
二
人
一
組
の
選
炭
婦
に
よ
っ

て
石
炭
を
選
別
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
末
期
に
な
る

と
、
こ
れ
が
電
動
ポ
ン
プ
や
電
燈
に
つ
づ
い
て
電
化
さ
れ

た
の
で
、
選
炭
婦
は
動
く
ベ
ル
ト
コ
ン
ペ
ヤ
の
前
で
、
向

か
い
あ
っ
て
列
ん
で
炭
を
よ
り
わ
け
た
の
で
、
作
業
は
昔

に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
手
を
動
か

し
な
が
ら
自
然
に
出
て
く
る
の
が
唄
で
、

で
選
炭
節
を
つ
く
っ
て
う
た
っ
た
の
で
、

は
終
日
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。

選
炭
婦
は
即
興

花
や
か
な
職
場

高松炭坑の煙突（昭和30年ころ）

へ
わ
た
し
に
選
炭
さ
せ
る
も
す
る
も

ぬ
Ｌ
に
甲
斐
性
が
な
い
故
に

へ
一
夜
で
も
よ
い
添
わ
せ
て
お
く
れ

親
に
願
い
は
こ
れ
ひ
と
つ

へ
わ
た
し
は
行
き
ま
す
あ
の
家
さ
し
て

い
や
な
煙
突
あ
と
に
し
て

へ
思
う
て
通
え
ば
千
里
も
一
里

逢
わ
で
帰
れ
ば
ま
た
千
里

へ
む
か
し
サ
マ
ち
ゃ
ん
と
け
つ
ま
づ
い
た
石
は

憎
い
な
が
ら
も
あ
と
を
み
る

こ
れ
ら
の
唄
は
、
選
炭
場
の
女
た
ち
が
働
き
な
が
ら
、

女
心
を
精
い
っ
ぱ
い
盛
り
込
ん
で
う
た
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
即
興
で
あ
る
が
男
女
関
係
を
い
や
み
な
く
、
サ
ラ
ッ

と
う
た
っ
た
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
な
か

に
は
家
庭
持
ち
の
女
も
い
た
と
み
え
て
、
次
の
唄
が
残
さ

れ
て
い
る
。

へ
つ
め
た
つ
め
た
弁
当
箱
五
ツ

銭
に
な
る
の
は
た
だ
一
ツ

こ
れ
に
は
貧
乏
の
子
だ
く
さ
ん
が
、
う
ま
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
炭
坑
節
の
発
祥
の
地
は
、
三
井
田
川
炭
坑
で

あ
る
。
中
央
大
手
の
三
井
は
、
明
治
三
十
三
年
に
安
川
敬

一
郎
ら
か
ら
百
六
十
五
万
円
で
、
田
川
炭
坑
を
買
い
と
る

と
、
た
だ
ち
に
ヤ
マ
の
整
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
ま
ず
翌

年
に
電
燈
を
坑
内
に
設
置
し
、
三
十
八
年
に
は
深
部
採
炭

を
ね
ら
っ
て
、
伊
田
に
直
径
五
・
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
四

〇
メ
ー
ト
ル
の
大
立
坑
を
建
設
し
た
。
し
か
も
、
こ
れ
に

は
蒸
気
駆
動
の
捲
揚
機
を
使
用
し
た
の
で
、
高
い
二
本
煙

突
の
汽
缶
場
を
設
置
し
、
つ
づ
い
て
四
十
年
に
は
電
動
式

選
炭
機
を
設
備
し
た
。

ｌ

ん

さ

＿

ほ

斤
先
掘
り
で
あ
っ
た
時
代
に
、
こ
の
拡
大
な
設
備
と
近

代
化
へ
の
動
き
を
、
ヤ
マ
の
人
た
ち
が
驚
き
を
も
っ
て
う

た
っ
た
の
が
炭
坑
節
で
あ
る
。
そ
れ
も
単
調
な
七
七
七
五

調
の
選
炭
節
か
ら
七
五
調
の
流
行
歌
風
へ
と
う
た
い
つ
が

ど

ど

い

つ

着
た
の
で
あ
る
。
七
七
七
五
調
は
、
都
々
逸
詞
と
も
い
っ

て
江
戸
時
代
か
ら
う
た
わ
れ
た
唄
の
調
子
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
明
治
時
代
に
「
螢
の
光
」
の
よ
う
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
民
謡
や
ド
イ
ツ
民
課
の
七
五
調
が
移
入
さ
れ
て
、
こ
れ

で
「
勇
敢
な
る
水
兵
」
や
「
戦
友
」
な
ど
の
軍
歌
や
「
ラ

ッ
パ
節
」
な
ど
の
流
行
歌
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
炭
坑
唄
の
と
こ
ろ
で
書
い
た
よ
う
に
、
選
炭
節
の

元
唄
は
日
露
戦
争
直
後
に
流
行
し
た
ラ
ッ
パ
節
で
あ
る
。

▲
し

お
そ
ら
く
炭
坑
節
は
、
初
め
ラ
ッ
パ
節
の
節
で
選
炭
節
と

し
て
う
た
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
こ
れ
が
流
行
歌
風

の
炭
坑
節
へ
か
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

い
え
ば
炭
坑
節
は
ラ
ッ
パ
節
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
つ
づ
く
）
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